
�2014.7.14［月］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

二
つ
の
局
面

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
今
後
の
活
用
を
考
え

て
い
く
場
合
、
二
つ
の
局
面
に
分
か
れ
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
。
一
つ
は
、
今
回

の
法
律
に
よ
り
可
能
に
な
る
分
野
で
具
体

的
な
活
用
方
法
を
考
え
て
い
く
局
面
で
、

も
う
一
つ
は
、
税
や
社
会
保
障
、
そ
れ
以

外
の
分
野
で
今
後
、新
た
な
立
法
措
置（
条

例
も
含
む
）
に
よ
り
活
用
範
囲
が
広
が
る

局
面
の
話
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
法
律
改
正

を
伴
う
か
否
か
と
い
う
点
が
異
な
る
の
で
、

区
別
し
て
議
論
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

前
者
の
具
体
例
は
、
年
金
・
国
民
健
康

保
険
・
生
活
保
護
な
ど
の
行
政
手
続
に
お

け
る
証
明
書
の
提
出
が
省
略
さ
れ
る
な
ど
、

事
務
や
手
続
き
の
効
率
化
・
簡
素
化
が
図

ら
れ
た
り
、
地
方
公
共
団
体
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
っ
た
り
、
税

務
の
賦
課
徴
収
事
務
や
調
査
事
務
の
効
率

化
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国

税
当
局
が
付
番
す
る
法
人
番
号
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
な
く
誰
も
が
自
由
に

活
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

後
者
、
つ
ま
り
今
後
の
制
度
改
正
を
経

て
行
わ
れ
る
も
の
の
代
表
例
は
、
税
務
面

で
の
活
用
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
秋
口
か
ら
政
府
税
制
調
査
会
で
議

論
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
銀
行
口

座
に
ど
の
よ
う
に
付
番
が
な
さ
れ
て
い
く

の
か
、
と
い
う
点
が
焦
点
に
な
る
。
ま
た
、

個
人
番
号
利
用
の
範
囲
に
つ
い
て
、
法
律

の
施
行
後
3
年
を
め
ど
に
見
直
し
す
る

「
3
年
後
見
直
し
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
も
後
者
の
一
例
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
先
に
、
I
T
国
家
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
税
制

求
め
ら
れ
る
費
用
対
効
果
の
試
算
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2
0
1
6
年
1
月
か
ら
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
番
号
を
割
り
振
っ
て
、
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
の
3
分
野
で
活
用
す
る
社
会
保
障
と
税
の
共
通
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
が
開
始
さ
れ
る
。
生
涯
変
わ
ら
な

い
番
号
が
個
人
に
交
付
さ
れ
、
情
報
提
供
等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
（
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
）
と
い
う
個
人
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
本
人
の
申
請
を
前
提
に
し
た
こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
行
政
が
個

人
に
お
知
ら
せ
す
る
「
プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
」
と
い
う
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
が
可
能
に
な
る
。

　
加
え
て
、
税
制
分
野
で
の
番
号
活
用
に
よ
り
、
所
得
把
握
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
れ
を
社

会
保
障
分
野
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
で
効
果
的
な
社
会
福
祉
行
政
な
ど
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
法
人
に
も

登
記
を
元
に
法
人
番
号
が
付
け
ら
れ
一
般
公
開
さ
れ
る
が
、
こ
の
活
用
法
は
民
間
に
任
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
そ
の
活
用

に
向
け
た
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
方
向
と
し
て
、
現
在
、
3
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
る
活
用
範
囲
を
、
旅
券
事

務
や
医
療
・
介
護
・
健
康
情
報
の
管
理
・
連
携
な
ど
に
も
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
最
先
端
の
I
T
活
用
社
会
の
建

設
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
総
理
を
本
部
長
と
す
る
I
T
総
合
戦
略
本
部
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

も
り
の
ぶ・し
げ
き　
京
大
法
卒
。73

年
大
蔵
省（
現
財
務
省
）入
省
、主
税

局
総
務
課
長
、財
務
省
財
務
総
合
政

策
研
究
所
長
な
ど
を
経
て
07
年
か
ら

現
職
。著
作
に「
消
費
税
、常
識
の
ウ

ソ
」（
朝
日
新
書
）、「
日
本
の
税
制　

何
が
問
題
か
」（
岩
波
書
店
）な
ど
。
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い
う
大
き
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

I
T
を
税
や
社
会
保
障
な
ど
の
分
野
に
限

定
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
に
活
用
し

よ
う
と
い
う
考
え
方
で
、
戸
籍
事
務
、
旅

券
事
務
、
医
療
・
介
護
・
健
康
情
報
の
管

理
や
連
携
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
具
体
的
な
検
討
は
進
ん
で
い
な

い
。

　

こ
の
よ
う
に
番
号
の
議
論
は
複
雑
で
全

体
像
が
つ
か
み
に
く
い
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
の
カ
ギ
を
握
る
マ
イ
ポ

ー
タ
ル
で
あ
る
が
、
国
民
が
頻
繁
に
自
ら

の
ポ
ー
タ
ル
を
開
い
て
こ
そ
の
プ
ッ
シ
ュ

型
行
政
で
あ
る
。
マ
イ
ガ
バ
メ
ン
ト
と
い

う
構
想
で
利
便
性
の
拡
充
が
検
討
さ
れ
て

は
い
る
が
、
具
体
的
設
計
は
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
。
筆
者
は
、
マ
イ
ポ
ー
タ

ル
を
活
用
し
て
、
番
号
を
国
民
利
便
の
観

点
か
ら
設
計
し
直
せ
ば
、
わ
が
国
の
行
政

と
国
民
と
の
関
係
を
大
き
く
変
え
る
起
爆

剤
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
下
、
税
務
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

税
務
で
の
活
用
に
つ
い
て

　

税
務
分
野
で
活
用
を
す
る
主
目
的
は
、

「
正
確
な
所
得
の
把
握
」
で
あ
る
。

　

税
務
当
局
は
番
号
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
税
務
当
局
は
、

納
税
者
が
所
得
を
得
る
様
々
な
取
引
に
つ

い
て
、
相
手
方
で
あ
る
給
与
支
払
者
や
金

融
機
関
な
ど
か
ら
、
支
払
調
書
の
提
出
を

法
律
で
義
務
付
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
給

与
の
源
泉
徴
収
票
、
配
当
の
支
払
額
、
30

万
円
を
超
え
る
株
式
譲
渡
な
ど
が
、
そ
れ

ぞ
れ
会
社
や
証
券
会
社
か
ら
税
務
署
に
報

告
さ
れ
る
。

　

一
方
で
納
税
者
は
、
給
与
、
配
当
、
株

式
譲
渡
益
な
ど
を
税
務
署
に
申
告
す
る
。

も
っ
と
も
給
与
に
つ
い
て
は
年
末
調
整
が

あ
り
、
配
当
・
株
式
譲
渡
益
に
つ
い
て
は

特
定
口
座
の
場
合
は
申
告
不
要
と
な
っ
て

い
る
。

　

税
務
署
は
、
取
引
の
相
手
か
ら
く
る
支

払
調
書
と
納
税
者
か
ら
の
申
告
と
を
、
名

寄
せ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

適
正
な
課
税
を
執
行
し
て
い
る
。
配
当
所

得
を
例
に
と
る
と
、
事
業
会
社
は
、
株
主

に
い
く
ら
の
配
当
を
支
払
っ
た
か
と
い
う

情
報
を
、
株
主
と
同
時
に
税
務
署
に
も
提

供
す
る
。
株
主
が
配
当
所
得
を
税
務
署
に

申
告
す
る
と
、
税
務
署
は
あ
ら
か
じ
め
事

業
会
社
か
ら
来
て
い
る
情
報
と
納
税
申
告

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、
申
告
の
正
確
性
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
「
資
料
情
報
制
度
」
と
呼
ぶ
（
図

1
）。

　

現
在
マ
ッ
チ
ン
グ
は
住
所
・
氏
名
な
ど

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
番
号
で
行

う
こ
と
に
よ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
が
正
確
に
か

つ
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
結
果
、
過
少
に
申
告
を
し
て
い
る
ケ
ー

ス
や
子
ど
も
2
人
が
親
の
扶
養
控
除
を
申

告
す
る
二
重
扶
養
と
い
っ
た
不
正
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
番
号

は
万
能
で
は
な
い
。

小
売
店
の
事
業
所
得

を
例
に
と
る
と
、
店

（
事
業
者
）
の
売
り

上
げ
を
完
全
に
把
握

す
る
た
め
に
は
、
消

費
者
（
取
引
の
相
手

方
）
が
店
で
い
く
ら

買
っ
た
か
を
、
店
の

番
号
付
き
で
税
務
当

局
に
報
告
す
る
必
要

が
あ
る
。
韓
国
で
は

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る

が
、
わ
が
国
で
導
入

す
る
に
は
多
く
の
抵

抗
が
あ
り
困
難
だ
と

思
わ
れ
る
。

　

次
に
経
費
を
考
え

て
み
よ
う
。
店
の
経
営
者
が
高
速
道
路
の

料
金
を
1
万
円
支
払
っ
た
と
す
る
。
そ
の

支
払
い
が
事
業
に
必
要
な
支
出
な
ら
店

（
事
業
）
の
経
費
と
な
る
が
、
家
族
と
ド

ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
費
用
な
ら
、
家
事
費

と
い
っ
て
経
費
に
は
な
ら
な
い
（
単
な
る

消
費
）。
し
か
し
こ
の
区
別
は
、
番
号
を

税務面における「番号制度」とは、国民一人一人に一つの番号を付与し
（1）各種の取引に際して、納税者が取引の相手方に番号を「告知」すること
（2）取引の相手方が税務当局に提出する資料情報（法定調書）及び納税者が税務当局に提出  
     する納税申告書に番号を「記載」すること
     を義務付ける仕組みである。
これにより、税務当局が、納税申告書の情報と、取引の相手方から提出される資料情報を、そ
の番号をキーとして集中的に名寄せ・突合できるようになり、納税者の所得情報をより的確
に把握することが可能となる。

番号の付与

番号で
名寄せ

突合
取引の相手方 Ｃ

取引の相手方 Ｂ

取引の相手方 Ａ

・金融機関　等
・給与・年金等の支払者

納税申告書の提出
（番号記載）

〈図1〉「番号制度」を税務面で利用する場合のイメージ

（出所）財務省

現金支払等現金支払等

現金支払等現金支払等

現金支払等現金支払等

番号告知

番号告知

番号告知

納 

税 

者

法定調書の提出 税　務　当　局
（番号記載）

法定調書の提出
（番号記載）

法定調書の提出
（番号記載）

①

②
⑤

④

③

②

⑥
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付
け
て
も
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
事
業
所
得
に
つ
い
て
は
、

番
号
を
導
入
し
て
も
、
所
得
把
握
の
精
度

が
飛
躍
的
に
上
が
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
番
号
導
入
の
牽け

ん

制せ
い

効
果
に
期
待
す
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
番
号

は
万
能
で
は
な
い
。

　

現
在
、
政
府
税
調
査
会
で
議
論
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
よ
り
正
確
な
所
得
を
把
握

す
る
た
め
に
、
今
税
務
当
局
が
入
手
し
て

い
な
い
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、「
新
た

に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
税
務
当
局
が
入
手

す
べ
き
か
」
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
議
論
を
み
る
と
、
ス
ト
ッ
ク
情
報
と

し
て
の
銀
行
口
座
情
報
や
不
動
産
情
報

（
固
定
資
産
情
報
）
と
利
子
所
得
が
付
番

の
対
象
に
上
が
っ
て
い
る
。
利
子
所
得
を

把
握
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の
源
泉
分
離

課
税
を
申
告
分
離
課
税
に
改
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

個
人
の
持
つ
不
動
産
に
番
号
を
付
け
て

管
理
で
き
れ
ば
、
相
続
税
や
固
定
資
産
税

の
課
税
実
務
は
向
上
し
、
不
動
産
所
得
の

発
掘
に
も
役
立
つ
。
こ
の
観
点
か
ら
議
論

が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

問
題
に
な
る
の
は
、
預
金
残
高
情
報
で

あ
る
。
税
務
暑
が
番
号
付
き
で
こ
の
情
報

を
取
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
個
人
事
業
者

の
所
得
の
推
計
に
役
に
立
つ
。
ま
た
、
相

続
税
の
資
産
調
査
に
も
極
め
て
有
用
な
の

で
、
税
務
署
と
し
て
は
、「
ぜ
ひ
取
り
た

い
情
報
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
先
進
諸
国

を
見
回
す
と
、
口
座
開
設
情
報
は
求
め
て

い
る
も
の
の
、
口
座
残
高
情
報
を
税
務
当

局
に
報
告
さ
せ
て
い
る
国
は
極
め
て
ま
れ

で
あ
る
。

　

ス
ト
ッ
ク
情
報
把
握
の
必
要
性
は
、
社

会
保
障
の
効
率
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
要

請
さ
れ
て
い
る
。
社
会
保
障
国
民
会
議
の

報
告
書
に
は
、
社
会
保
障
の
対
象
と
な
る

高
齢
者
を
選
定
す
る
基
準
と
し
て
、
年
金

所
得
・
勤
労
所
得
だ
け
で
な
く
、
金
融
資

産
が
多
い
高
齢
者
に
も
負
担
増
を
求
め
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
だ
と
い
う
趣
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
資
産
情
報
の
代

替
と
し
て
、
利
子
所
得
や
配
当
所
得
な
ど

の
資
産
性
所
得
情
報
を
求
め
る
べ
き
だ
と

い
う
議
論
が
出
て
く
る
。
こ
の
あ
た
り
が

今
後
、
大
き
な
議
論
と
な
り
そ
う
だ
。

大
き
い
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
の
役
割

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
今
後
、
税
務
に

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
点

に
関
し
て
、
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、
欧
州

諸
国
で
導
入
し
て
い
る
、「
記
入
済
み
申

告
制
度
」
の
導
入
が
可
能
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
に
個
々
の
納
税
者

の
情
報
が
入
っ
て
く
れ
ば
、
納
税
者
は
、

e－

T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
を
活
用
し
て
簡
単
に
税
務
申
告

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

記
入
済
み
申
告
制
度
と
い
う
の
は
、
税

務
当
局
が
番
号
を
つ
け
て
入
手
し
た
納
税

者
の
情
報
を
、
税
務
申

告
に
あ
た
っ
て
、
納
税

者
ご
と
に
申
告
書
に
打

ち
出
し
を
す
る
制
度
で

あ
る
。
図
2
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
例
だ
が
、

多
く
の
情
報
が
あ
ら
か

じ
め
税
務
当
局
か
ら
納

税
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
て
い
る
。
納
税

者
は
、
当
局
か
ら
記
入

さ
れ
た
給
与
所
得
、
配

当
所
得
、
雑
所
得
な
ど

の
情
報
や
源
泉
徴
収
額

が
正
し
い
か
ど
う
か
を

確
認
し
、
間
違
い
が
あ

れ
ば
訂
正
し
、
不
足
が

あ
れ
ば
書
き
足
し
て
、

最
終
的
に
署
名
し
て
電

子
的
に
納
税
申
告
を
す

る
。
こ
の
制
度
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
北
欧

諸
国
、
フ
ラ
ン
ス
や
英
国
で
も
始
ま
っ
て

お
り
、
納
税
者
・
税
務
当
局
双
方
の
利
便

性
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

現
在
わ
が
国
で
は
、
給
与
に
対
す
る
所

得
税
は
給
与
支
払
い
者
が
源
泉
徴
収
し
て

税
務
署
に
納
付
し
、
年
末
の
給
与
支
払
時

に
「
年
末
調
整
」
を
行
い
最
終
的
な
税
額

〈図2〉スウェーデンの記入済み申告書（サンプル）
※スウェーデンでは、以下の情報が当局から納税者に申告情報として知らされる

（注1）スウェーデン国税庁からのヒアリングの際に入手した記入済み申告書サンプルより作成
（注2）イメージの中の「矢印」「注書き」は事務局による記載
（出所）金融税制・番号制度研究会作成

課税所得 資本所得（損益通算）収入

給与

医療給付
資本所得からの控除
資本所得

資本所得

利子

配当

資本所得からの控除

譲渡損

借入金利

源泉徴収税額

225800
2310

228110

228110

＝

3800
2154
5954＝

-19400

10900
8500
19400＝

不動産税 +6362

還付額 =3355

=13446

税額加算分

税額減算分

加算と減算
の合算

+5954

課税額合計 =50526
源泉徴収税額 -53881

墓地税 +137

キャピタルロス控除 -4033

年金保険料 +16100

勤労税額控除 -12026

教会税 +2021

地方税 +58065

53881

年金保険料控除 -16100
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を
確
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
は
企
業

に
多
大
な
事
務
負
担
を
か
け
、
ま
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
は
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
を
活

用
し
て
納
税
者
本
人
が
（
選
択
的
に
）
自

ら
申
告
で
き
る
制
度
に
変
え
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
現
在
使

い
に
く
い
e－

T
a
x
を
使
い
や
す
く
す

る
こ
と
が
必
要
で
、
例
え
ば
、
ワ
ン
タ
イ

ム
パ
ス
ワ
ー
ド
で
個
人
認
証
が
で
き
る
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自

主
申
告
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
民
主
主

義
の
第
一
歩
で
あ
る
納
税
者
と
し
て
の
自

覚
が
生
ま
れ
る
。

3
年
後
見
直
し
の
意
義

　

番
号
法
の
附
則
で
は
、
個
人
番
号
利
用

の
事
務
の
範
囲
に
つ
い
て
、「
法
律
の
施

行
後
3
年
を
目
途
に
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
法
施
行

後
の
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら
検
討
が
進
ん

で
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
内
閣
官
房
は
、
3
年
後
見
直

し
の
具
体
例
と
し
て
、
五
つ
の
事
例
を
挙

げ
て
き
た
。
①
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
連
携
②

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
拡
大
③

マ
イ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
自
己
情
報
の
提
供

④
民
間
事
業
者
か
ら
の
通
知
⑤
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
間
連
携
─
の
五
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
用
は
、
本
人
か
ら
事
前
に

同
意
を
受
け
た
上
で
、
本
人
を
直
接
介
さ

ず
に
情
報
保
有
機
関
ま
た
は
住
基
ネ
ッ
ト

に
情
報
を
確
認
す
る
よ
う
な
事
例
で
、
生

命
保
険
会
社
が
終
身
年
金
保
険
に
お
け
る

保
険
者
の
生
存
確
認
を
行
う
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
④
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

等
の
検
針
情
報
や
請
求
書
な
ど
の
通
知
を

電
気
・
ガ
ス
会
社
が
利
用
者
の
マ
イ
ポ
ー

タ
ル
に
通
知
し
、
本
人
が
閲
覧
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
よ
う
な
活
用
で
あ
る
。
⑤
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
間
連
携
は
、
民
間
事
業
者

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
、
マ
イ
ポ

ー
タ
ル
で
提
供
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

民
間
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
中
に
マ

イ
ポ
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
が
で
き

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

明
確
に
法
律
の
手
当
て
が
必
要
な
も
の
は
、

①
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
連
携
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
（「
第
25
回
電
子
行
政
に
関
す

る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
民
間
利
用
に
つ
い
て

は
、
ど
こ
ま
で
を
許
容
範
囲
と
す
る
の
か
、

今
後
議
論
が
進
ん
で
く
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
筆
者
は
、
利
用
目
的
に
応
じ
て
以
下

の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

①
法
律
上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が

義
務
化
さ
れ
る
も
の
（
税
務
利
用
な
ど
）

②
法
律
上
、
金
融
機
関
な
ど
の
民
間
事
業

者
に
課
せ
ら
れ
た
事
務
に
お
け
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
利
用
③
営
業
目
的
で
の
利
用
─

の
三
つ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
①
に
つ
い

て
は
、
当
然
認
め
ら
れ
、
②
に
つ
い
て
は
、

利
用
目
的
を
一
つ
一
つ
議
論
し
な
が
ら
法

令
に
よ
り
そ
の
利
用
を
認
め
る
「
ホ
ワ
イ

ト
リ
ス
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
と
り
、
③

に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
上
の
懸
念

を
理
由
に
慎
重
な
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

基
本
的
に
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

整
理
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
大
変
参
考
に

な
る
の
が
オ
ラ
ン
ダ
の
事
例
で
あ
る
。
オ

ラ
ン
ダ
で
使
わ
れ
て
い
る
番
号
は
市
民
サ

ー
ビ
ス
番
号
（
B
S
N
）
と
い
い
、
住
民

登
録
番
号
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
社
会
保
障
・
税
番
号
（
S
o
F
i　

N
u
m
b
e
r
）
を
置
き
換
え
る
形
で

2
0
0
7
年
に
導
入
さ
れ
た
。
20
年
か
け

て
国
民
が
一
つ
一
つ
議
論
し
て
合
意
形
成

を
積
み
重
ね
な
が
ら
使
途
を
広
げ
、
今
で

は
行
政
分
野
に
広
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
教
育
分
野
だ
。
ヘ
ル
ス
ケ

ア
で
は
診
察
券
番
号
と
し
て
医
者
、
病
院
、

保
険
者
な
ど
が
本
人
を
特
定
す
る
た
め
に
、

教
育
で
は
政
府
の
奨
学
金
の
受
給
者
管
理

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
の
国
土
を
守
る
た
め
、
国
民
全
員
が

協
力
し
て
防
波
堤
を
築
き
、
干
拓
地
（
ポ

ル
ダ
ー
）
を
作
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
合
意
形
成
を
重
視
す
る
文
化

は
、「
ポ
ル
ダ
ー
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
番
号
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
範
囲

を
国
民
的
な
議
論
を
重
ね
て
少
し
ず
つ
広

げ
る
進
め
方
は
、
わ
が
国
で
も
学
ぶ
価
値

が
あ
る
。

今
後
の
議
論
の
展
開

　

少
子
化
に
伴
う
労
働
人
口
の
減
少
と
超

高
齢
化
社
会
の
到
来
の
中
で
、
社
会
保
障

を
中
心
と
し
た
安
全
・
安
心
社
会
の
建
設
、

原
発
問
題
に
端
を
発
し
た
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
、
わ
が
国
は
様
々
な
課
題

に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
問
題

の
解
決
に
、
番
号
を
キ
ー
と
し
た
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
を
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
は
極
め
て
有
効
で
あ
る
。
国
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
果

的
・
効
率
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

経
済
の
様
々
な
分
野
で
新
規
産
業
や
新
規

事
業
を
創
出
し
、
社
会
の
活
力
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
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わ
が
国
初
の
本
格
的
な
情
報
通
信
戦
略

と
し
て
「
e－

J
a
p
a
n
戦
略
」
が
策

定
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
10
年
以
上
を
経
過

し
た
。
こ
の
間
、
わ
が
国
は
I
C
T
の
イ

ン
フ
ラ
面
で
は
世
界
最
高
水
準
と
な
っ
て

い
る
が
、
電
子
行
政
の
推
進
に
お
い
て
は
、

欧
米
諸
国
や
韓
国
に
比
べ
て
大
き
く
遅
れ

を
と
っ
て
い
る
。
利
便
性
の
高
い
電
子
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
が

踊
っ
て
き
た
気
が
す
る
。

　

電
子
行
政
が
進
ま
な
い
最
大
の
原
因
は
、

政
府
の
統
治
機
構
に
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
I
T
国

家
を
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
総
合

的
に
考
え
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
部
局
が
存
在

し
な
い
の
で
あ
る
。
内
閣
総
理
大
臣
を
本

部
長
と
し
た
I
T
総
合
戦
略
本
部
の
も
と

に
、
新
戦
略
推
進
専
門
調
査
会
（
会
長
、

政
府
最
高
情
報
責
任
者
〈
C
I
O
〉）
が

で
き
、
そ
の
分
科
会
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
活
用
が
議
論
さ
れ
る
体
制
は
整
備
さ

れ
た
。
し
か
し
、
日
本
国
民
の
利
便
の
た

め
に
省
益
を
超
え
て
番
号
を
活
用
し
よ
う

と
す
る
な
ら
、
内
閣
官
房
に
、
よ
り
実
質

的
な
権
限
を
与
え
、
各
方
面
と
の
調
整
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　

例
え
ば
今
後
大
き
な
議
論
と
な
る
課
題

に
、
医
療
情
報
の
取
り
扱
い
が
あ
る
。
個

人
の
生
命
や
身
体
、
健
康
な
ど
に
か
か
わ

る
情
報
は
、
漏ろ

う

洩え
い

す
れ
ば
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
異
な
る
情
報
連
携
の

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
い
う
議
論
も
出
て
い

る
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
別
に
も

う
一
つ
連
携
シ
ス
テ
ム
を
作
る
と
い
う
の

は
、
い
か
に
も
無
駄
な
議
論
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
問
題
を
国
民
の
前
に
出
し
て
正
直

に
議
論
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
、番
号
は
こ
れ
ま
で
、効
果
的
・

効
率
的
な
I
T
国
家
の
建
設
と
い
う
コ
ン

テ
キ
ス
ト
で
語
ら
れ
て
き
た
。
番
号
の
導

入
に
よ
り
わ
が
国
行
政
が
効
率
化
し
、
国

民
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
る
も
の
に
変
化

す
る
と
い
う
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
国
民
目
線
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
本
当
に
重
要
な

こ
と
は
、
具
体
的
な
行
財
政
改
革
と
結
び

付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
国
家
公
務
員
・
地

方
公
務
員
の
人
員
削
減
の
数
値
目
標
を
定

め
、
導
入
コ
ス
ト
を
上
回
る
行
政
削
減
効

果
を
出
す
こ
と
だ
。
番
号
の
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
き
ち
ん
と
し
た
試
算
を
出
し
て
、

国
会
で
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
I
T
国
家
の
将

来
は
、
強
力
な
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
握
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
最
後
に

強
調
し
た
い
。


